
ⅡⅡⅡⅡ．．．．貸  借  対  照  表貸  借  対  照  表貸  借  対  照  表貸  借  対  照  表

(平成２０年４月３０日現在)

科      目 金     額

百万円 百万円
( ( ( ( 資 産 資 産 資 産 資 産 の の の の 部 部 部 部 )))) ( ( ( ( 負 債 負 債 負 債 負 債 の の の の 部 部 部 部 ))))
流 動 資 産流 動 資 産流 動 資 産流 動 資 産 １８１８１８１８，，，，４２１４２１４２１４２１ 流 動 負 債流 動 負 債流 動 負 債流 動 負 債 １４１４１４１４，，，，６５２６５２６５２６５２
現金及び預金     ７，７９７ 買掛金 ７，４１９
受取手形 ４５ 一年内返済予定長期借入金 ７００
売掛金 １，０３５ リース債務 ４５４
商品 ８，３２４ 未払金 １，４６６
貯蔵品 ５３ 未払費用 １，５０３
前払費用 ７６７ 未払法人税等 １５６
一年内回収予定長期貸付金 １９４ 預り金 ２，２９０
未収入金 ２４３ 前受収益 ７９
その他 ２１ ポイント引当金 ４４１
貸倒引当金 △   ６０ その他 １４０

固 定 資 産固 定 資 産固 定 資 産固 定 資 産 ３１３１３１３１，，，，８６６８６６８６６８６６ 固 定 負 債固 定 負 債固 定 負 債固 定 負 債 ２０２０２０２０，，，，２４８２４８２４８２４８
 有 形 固 定 資 産 有 形 固 定 資 産 有 形 固 定 資 産 有 形 固 定 資 産 １７１７１７１７，，，，７１７７１７７１７７１７ 長期借入金 ６，８００
建物 ６，４８９ リース債務 ５４５
車両運搬具 ０ 退職給付引当金 ４，９６９
器具備品 １，２６２ 長期未払金 ５，９１６
土地 ９，９６４ 預り保証金 ２，０１７

 無 形 固 定 資 産 無 形 固 定 資 産 無 形 固 定 資 産 無 形 固 定 資 産 １１１１，，，，１１７１１７１１７１１７
借地権 ７８９ 負 債 合 計負 債 合 計負 債 合 計負 債 合 計 ３４３４３４３４，，，，９０１９０１９０１９０１
ソフトウエア ３２６ ( ( ( ( 純 資 産 純 資 産 純 資 産 純 資 産 の の の の 部 部 部 部 ))))
その他 ２ 株主資本株主資本株主資本株主資本 １５１５１５１５，，，，３８７３８７３８７３８７

 投 資  投 資  投 資  投 資 そ の そ の そ の そ の 他 他 他 他 の の の の 資 産資 産資 産資 産 １３１３１３１３，，，，０３１０３１０３１０３１ 資  本  金資  本  金資  本  金資  本  金 ４４４４，，，，００００００００００００
投資有価証券 １３
関係会社株式 ２１ 資本剰余金資本剰余金資本剰余金資本剰余金 ５５５５，，，，５１５５１５５１５５１５
長期貸付金 ９４  その他資本剰余金 ５，５１５
関係会社長期貸付金 １，２８２ 　資本金及び資本準備金減少差益 ３，６８５

長期未収入金 ７９９ 　合併差益 １，８３０

長期前払費用 ７２ 利益剰余金利益剰余金利益剰余金利益剰余金 ５５５５，，，，８７１８７１８７１８７１
長期性預金 １６０  その他利益剰余金 ５，８７１
敷金保証金 １３，４０２ 繰越利益剰余金 ５，８７１
その他 １，１５８ 評価評価評価評価・・・・換算差額等換算差額等換算差額等換算差額等 ００００
貸倒引当金 △ ３，９７４ その他有価証券評価差額金 ０

純純純純　　　　資資資資　　　　産産産産　　　　合合合合　　　　計計計計 １５１５１５１５，，，，３８６３８６３８６３８６
資  産  合  計資  産  合  計資  産  合  計資  産  合  計 ５０５０５０５０，，，，２８８２８８２８８２８８ 負債負債負債負債・・・・純資産合計純資産合計純資産合計純資産合計 ５０５０５０５０，，，，２８８２８８２８８２８８

科      目 金     額



ⅢⅢⅢⅢ．．．．損  益  計  算  書損  益  計  算  書損  益  計  算  書損  益  計  算  書

自 平成１９年１２月　１日

至 平成２０年　４月３０日

科            目 金           額
百万円 百万円

売上高 ４６，０６６
売上原価 ３２，１９６
売上総利益売上総利益売上総利益売上総利益 １３１３１３１３，，，，８６９８６９８６９８６９
営業収入
店舗賃貸料 ３，４５４
料金収入 ４１７ ３，８７１

営業総利益営業総利益営業総利益営業総利益 １７１７１７１７，，，，７４１７４１７４１７４１
販売費及び一般管理費 １７，１４１
営業利益営業利益営業利益営業利益 ５９９５９９５９９５９９
営業外収益
受取利息及び受取配当金 １３３
その他 ３８

１７２
営業外費用
支払利息 ７５
貸倒引当金繰入額 ２６
その他 ５０ １５２

経常利益経常利益経常利益経常利益 ６１９６１９６１９６１９
特別利益
前期損益修正益 ２０
貸倒引当金戻入益 ２０
その他 ６６ １０７

特別損失
固定資産除売却損 １８
店舗整理損 ７６
減損損失 ６８
前期損益修正損 ４０６
貸倒引当金繰入額 １０
その他 １８ ６００

税引前当期純利益税引前当期純利益税引前当期純利益税引前当期純利益 １２６１２６１２６１２６
法人税、住民税及び事業税 ６８
当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益 ５８５８５８５８



株　　主　　資　　本

資本剰余金 利益剰余金

その他利益剰余金 株主資本

合計

百万円

前期末残高前期末残高前期末残高前期末残高

当期変動額当期変動額当期変動額当期変動額

　当期純利益

当期変動額合計当期変動額合計当期変動額合計当期変動額合計

当期末残高当期末残高当期末残高当期末残高

評価・換算差額等

純資産合計

　

 

前期末残高前期末残高前期末残高前期末残高

当期変動額当期変動額当期変動額当期変動額

　当期純利益

当期変動額合計当期変動額合計当期変動額合計当期変動額合計

当期末残高当期末残高当期末残高当期末残高

利益

剰余金

合計

繰越
利益
剰余金

１,８３０

その他資本剰余金

１,８３０

資本金 資本金及び
資本準備金
減少差益

合併差益

０

０

 

 

０ １５，３２９

ⅣⅣⅣⅣ．．．．株主資本等変動計算書株主資本等変動計算書株主資本等変動計算書株主資本等変動計算書

４,０００ ３,６８５ ５,５１５ ５,８１３ ５,８１３ １５,３２９

　自　平成１９年１２月　１日

　至　平成２０年　４月３０日

資本

剰余金

合計

５８５８

５，８７１

５８

５８

５８

評価・換算

差額等合計

５８

４,０００ ３，６８５ ５,５１５ ５，８７１ １５，３８６

１５，３８６

５８

０

５８

０

０

０

　株主資本以外の
　項目の当期変動
　額（純額）

　株主資本以外の
　項目の当期変動
　額（純額）

０

０

百万円

その他有価証券

評価差額金



ⅤⅤⅤⅤ．．．．個別注記表個別注記表個別注記表個別注記表

   重要   重要   重要   重要なななな会計方針会計方針会計方針会計方針にににに係係係係わるわるわるわる事項事項事項事項

1.有価証券の評価基準及び評価方法
（１）子会社株式及び関連会社株式
　　　移動平均法による原価法を採用しております。
（２）その他有価証券
　　　時価のあるもの
　　　　決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処
　　　　理し、売却原価は主として移動平均法により算定）を採用しております。
　　　時価のないもの
　　　　移動平均法による原価法を採用しております。

2.たな卸資産の評価基準及び評価方法
売価還元法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法に
よって算定）によっております。ただし、生鮮食品については最終仕入原価法によって
おります。

3.固定資産の減価償却方法
（１）有形固定資産
　　　建物は定額法、その他の有形固定資産については定率法によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。
建物　　　　　　　　　　２ ～　５０年
器具備品　　　　　　　　４ ～　２０年

（２）無形固定資産
　　　定額法を採用しております。
　　　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に
　　　基づく定額法を採用しております。

4.重要な引当金の計上方法
（１）貸倒引当金
　　　売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ
　　　り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見
　　　込額を計上しております。
（２）退職給付引当金
　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産
　　　の見込額に基づき必要額を計上しております。
　　　なお、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年
　　　数(7年)による定額法により発生年度の翌期より費用処理することとしております。
（３）ポイント引当金
　　　顧客に付与したポイントの使用による費用発生に備えるため、当事業年度末におい
　　　て将来利用されると見込まれる額を計上しております。

5.リース取引の処理方法
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引
については、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

6.消費税等の会計処理方法
税抜方式を採用しております。



（（（（２２２２））））重要重要重要重要なななな会計方針会計方針会計方針会計方針のののの変更変更変更変更

1.いわゆる「消化仕入方式」について
業務委託契約に基づくいわゆる「消化仕入方式」による取引は、従来は商品売上高にて計上
しておりましたが、親会社である㈱ドン・キホーテとの会計処理を統一するために、当事業年度
より賃貸借契約に基づく賃貸料収入に準じた会計処理に変更しております。
この変更により、従来の方法を適用した場合と比べて売上高で８７億６１百万円の減少、
店舗賃貸借収入で９億２４百万円の増加となっております。
なお、営業利益、経常利益、税引前当期純利益への影響はございません。

2.ポイントに関する会計処理の変更
顧客に付与したポイントが使用された場合の処理として、従来は、売上高より使用分を控除して
おりましたが、親会社である㈱ドン・キホーテとの会計処理を統一するために、当事業年度より
顧客が使用したポイント分を販促費（販管費）で計上する会計処理に変更しております。
この変更により従来の方法で使用した場合と比べて、売上高で９億８２百万円の増加
販管費で９億８２百万円の増加となっております。

（（（（３３３３））））貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表にににに関関関関するするするする注記注記注記注記

　　　1.担保に供している資産及び担保に係る債務
　　　　（1）担保に供している資産

定期預金 ４５５ 百万円
建物 ２，３２６ 百万円
土地 ４，６００ 百万円
借地権 １３０ 百万円
差入敷金保証金 ４，９９７ 百万円
投資有価証券 ５ 百万円
計 １２，５１６ 百万円

　　　　（2）担保に係る債務
長期借入金 ４，５００ 百万円
未払金 ３５４ 百万円
長期リース債務 ３４１ 百万円
長期未払金 ５，５５８ 百万円
買掛金 ２ 百万円
計 １０，７５７ 百万円

      2.有形固定資産の減価償却累計額 １４，７３５ 百万円

　　　3.関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

短期金銭債権 ４２ 百万円
長期金銭債権 ２７４ 百万円
短期金銭債務 ５０６ 百万円
長期金銭債務 ２５８ 百万円



（（（（４４４４））））損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書にににに関関関関するするするする注記注記注記注記

１．関係会社との取引高

営業取引高
商品売上高及び店舗賃貸料他 ３２４ 百万円
商   品   仕    入   高 ９ 百万円
販売費及び一般管理費 ４５５ 百万円

営業取引以外の取引高 １０ 百万円

２．減損損失

当事業年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

(1)減損損失を認識した資産グループの概要
（単位：百万円）

店舗 建物・建附・工器具 関東・東北・北陸・ ６８
車輌・土地・リース 関西

(2)減損損失の認識に至った経緯

店舗における営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである店舗、及び環境の変化に伴
い収益構造の悪化が著しい店舗等における資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額
し、当該減少額を減損損失として計上しております。

(3)減損損失の金額
（単位：百万円）

建物・建附 ２６
器具備品 ３０
土地 ０
リース資産 １２

(4)資産のグルーピングの方法

キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、店舗を基礎としてグルーピングしており
ます。

(5)回収可能価額の算定方法

回収可能価額の算定に当たっては、土地については、資産の重要性を勘案し、主として路
線価を基に算定した正味売却価額により評価しております。

金　　額用　途

種　　　類

種　　　類

金　　額

　１５店
場　　　所 店舗数



（（（（５５５５））））株主資本等変動計算書株主資本等変動計算書株主資本等変動計算書株主資本等変動計算書にににに関関関関するするするする注記注記注記注記

１．当事業年度末日における発行済株式数に関する事項

普通株式 株

（（（（６６６６））））税効果会計税効果会計税効果会計税効果会計にににに関関関関するするするする注記注記注記注記

繰延税金資産の主な内容は、貸倒引当金損金算入限度超過額、関係会社株式評価損及び繰越
欠損金であります。
なお、繰延税金資産については、評価性引当金を全額計上しております。

（（（（７７７７））））退職給付会計退職給付会計退職給付会計退職給付会計にににに関関関関するするするする注記注記注記注記
１）採用している退職給付制度の概要
　　当社は確定給付型の制度として、退職一時金制度のほかに適格退職
　　年金制度を採用しております。

２）退職給付債務に関する事項
（単位：百万円）

　　イ．退職給付債務 （-）
　　ロ．年金資産
　　ハ．未積立退職給付債務（イ+ロ） （-）
　　ニ．未認識数理計算上の差異 （-）
　　ホ．貸借対照表計上額純額（ハ+ニ） （-）
　　ヘ．退職給付引当金（ホ） （-）

３）退職給付費用に関する事項
（単位：百万円）

　　イ．勤務費用（注）
　　ロ．利息費用
　　ハ．期待運用収益 （-）
　　ニ．数理計算上の差異の費用処理額 （-）
　　ホ．退職給付費用（イ+ロ+ハ+ニ）
　　　（注）出向者に係る出向先負担額を控除しております。

４）退職給付債務等の計算の基礎に関する事項
　　イ．退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準
　　ロ．割引率
　　ハ．期待運用収益
　　ニ．数理計算上の差異の処理年数 （発生時の従業員の平均残存

　勤務期間以内の一定の年数
　による定額法により発生年
　度の翌年から費用処理。）

（（（（８８８８））））リースリースリースリースによりによりによりにより使用使用使用使用するするするする固定資産固定資産固定資産固定資産にににに関関関関するするするする注記注記注記注記

1.オペレーティング・リース取引

　賃貸借契約によるリース取引
　未経過リース料 １年以内  2,159百万円

１年超 14,507百万円
合　　計 16,667百万円

（注）当社がオーナーと締結している賃貸借契約のうち解約不能条項
　　　が付されているものについて記載しております。

８０，０００

5,661
910
4,751
219
4,969
4,969

97
35

1.5%
7年

6
42
83

1.5%



1．親会社 （単位：百万円）

親会社 ㈱ドン・キホーテ 所有 ３２

　直接93.8％ 資金の援助 長期借入金 ６,５００

利息の支払 ４７ 未払費用 ２６

2．子会社及び関連会社等 （単位：百万円）

（注１）

子会社 ㈱サンブルーム 所有 業務委託料 １１１ 長期未収金 ８０

　直接100.0％ 資金の援助 資金の貸付 ７６

１人

子会社 ㈱長崎屋 所有 ７

フォトサービス 商品の仕入 ５ ＩＮＡ預り金 １１

　直接100.0％ 資金の援助 資金の貸付 ０ ２６

利息の受取 ０

子会社 ㈱おあしす 所有 ８４ ３１

　直接82.5％ 資金の援助 預かり金 ７０

１人 ＩＮＡ預り金 ７０

買掛金 ６

資金の貸付 ０ 長期貸付金 ２６０

利息の受取 １

子会社 ㈱サンファンタジー所有 ２１

　直接100.0％ 資金の援助 ２０５ 前受収益 ４６

１人 テナント預り金 ４９

資金の貸付 ０ 長期貸付金 ５８０

利息の受取 ２

子会社 ㈱サン情報開発 所有 工器具の購入 ８９ ２

　直接70.0％ 資金の援助 機器の賃借 ２ 未払金 １１９

保守管理費 ４２

２１０

配当金 ４

関連会社 ㈱サンアソート 所有 ０ 1

　直接30.0％ 資金の援助 ９ 買掛金 １

リース料の支払 ７７ 一年内リース債務 １７６

長期リース債務 ２５８

資金の貸付 ０ 長期貸付金 ５３３

利息の受取 1

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注１）価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案して当社が希望価格を提示し、価格交渉の上で

　　　　決定しております。

―

―

― ―

― ―

―

０

―

長期貸付金

長期貸付金

未収金

― ―

商品の仕入

店舗の賃貸

委託計算費

―

―

―

―

（（（（９９９９））））関連当事者関連当事者関連当事者関連当事者とのとのとのとの取引取引取引取引にににに関関関関するするするする注記注記注記注記

属性 会社等 議決権等の所有 取引の内容

０（兼任）

―

（兼任）

科目 期末残高

―

１,５００

（注２）

の名称

店舗の賃貸

関係内容

の名称 （被所有）割合

取引の内容

店舗の賃貸

店舗の賃貸

（被所有）割合

兼任等 の関係

取引金額関係内容

役員の 事業上

資金の借入

属性 会社等

（兼任）

４人

議決権等の所有

―

未収金

科目

未収金

―ＰＫ料金収入１月以上

買掛金

―

店舗の賃貸

（兼任）

―

―

期末残高

（注２）

取引金額

兼任等 の関係

役員の 事業上



１．一株当たり純資産額 １９２，３３７円２５銭

２．一株当たり当期純利益 ７２５円０４銭

　　　特にありません。

　　　特にありません。

（（（（１０１０１０１０））））１１１１株当株当株当株当たりたりたりたり情報情報情報情報にににに関関関関するするするする注記注記注記注記

（（（（１１１１１１１１））））重要重要重要重要なななな後発事象後発事象後発事象後発事象にににに関関関関するするするする注記注記注記注記

（（（（１２１２１２１２））））そのそのそのその他他他他にににに関関関関するするするする注記注記注記注記


